
 

２０２３年１２月６日 

イオン琉球株式会社 

 

～もったいないをおいしくつなげよう～ 

県内イオン６店舗で「フードドライブ」を実施 
集まった１，２５８点の食品を各市町村社会福祉協議会さまへ寄贈 

 

 

イオン琉球（本社：南風原町、代表取締役社長：鯉渕豊太郎）は、１０月の「食品ロス

削減月間」に県内イオン６店舗でフードドライブを実施し、店舗にお持ちよりいただいた

食品など合計１，２５８点を各イオン店舗のある自治体の社会福祉協議会さまへ寄贈しま

した。集まった食糧は生活困窮世帯や子ども食堂など必要とされる場所へ届けられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「フードドライブ」は、ご家庭で消費されずに残っている未開封かつ賞味期限内の加工

食品を店舗にお持ちいただき、その後必要とされている社会福祉団体さまにお届けするこ

とにより、食品ロス※１の軽減を図る取り組みで、一人一人が生活の中で取り組むことがで

きる活動です。イオン琉球では２０１９年より店頭でのフードドライブを実施しています。 

「食品ロス」の国内排出量は年間５２３万トン出ており約４７％にあたる２４４万トン※２

が家庭で発生していることを受け、お客さまに改めて食品ロスを意識していただく啓蒙活

動として食品ロス削減月間である１０月に実施いたしました。 

 

期間中、県内イオン６店舗にてご家庭で余っている食品を店舗サービスカウンターに持

ち寄っていただき回収された食品は、地域の社会福祉協議会さまへ贈呈し、生活困窮者や

こども食堂など物価上昇等で食品を必要とされる場所へ届けられます。 

今後もイオン琉球は、店舗・商品を通じてお客さまとともに食品廃棄物の削減に向けた

フードドライブを継続し、食品ロス削減だけでなく子ども支援につながるＳＤＧｓの取り

組みを推進してまいります。 

 

【フードドライブ 実施概要】 

  実施期間 ： ２０２３年１０月１日（日）～１０月３１日（火） 

  実施店舗 ： 県内イオン６店舗（那覇・南風原・北谷・具志川・ライカム・名護） 

  実施内容 ： 期間中、家庭から持ち寄られた食品を各店サービスカウンターにて

回収し、店舗のある各市町村社会福祉協議会さまに贈呈。 

  回収対象 ： 未開封の食品で常温保存のもの 

         製造者または販売者表示、成分、アレルギー表示のあるもの 

  回収点数 ： 合計１，２５８点 

 



 

 

 

 

【ご参考】 

イオン各店舗より各市町村の社会福祉協議会さまへ贈呈の様子（２０２３年１１月実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イオン琉球のＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）取り組みについて 

食品ロスは世界でも大きな問題ですが、日本国内でも相当量の食品ロスが生まれてい

ます。この問題は餓飢ゼロを掲げる持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の目標２の達成

においても日本、そして世界が一丸となって解決すべき課題となっています。 

当社は沖縄県が推進するＳＤＧｓの普及啓発において、一定の基準を満たした上で目

標達成へ向けた取り組みを行っている企業・団体への「おきなわＳＤＧｓパートナー」

登録制度において、２０２０年１０月に認定を受けております。食品ロス削減だけで

なく、子どもの貧困問題等小売業としてできるＳＤＧｓの取り組みを推進しておりま

す。 

〈フードドライブの取り組みにおいて目指すゴール〉 

 
 
 
 

 

 

 

イオン名護店より名護市社会福祉協議会さまへ贈呈 イオン北谷店より北谷町社会福祉協議会さまへ贈呈 

     

※1 食品ロスには食べ残し、皮の剥ぎすぎなどの過剰除去及び手つかずの家庭系食品ロスのほか食品関連事業者 

 から出される規格外品及び売れ残りなどの事業系食品ロスがある。 

※2 環境省及び農林水産省 我が国の食品廃棄物等・食品ロスの量の推計値（２０２１年度）より 

 

イオン那覇店より那覇市社会福祉協議会さまへ贈呈 

 

イオン南風原店より南風原町社会福祉協議会さまへ贈呈 

 

 

 

 


